
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測量ＣＡＤシステムはシステム管理（作業手順、条件設定（丸め処理）等をデータとして保存）データコンバー

タ・、測量基本システム、座標データ・画地結線データ等の保存、測量計算（トラバース計算、交点計算、面積

計算、全体図、 平面図作成（図化データ自動生成機能）、トータルステーションシステム（データ取り込みトプ

コン・ＡＰＡ対応）図化データ出力（ＤＸＦ・ＤＷＧ）までのシステムで構成しています。 
☆使用 OS ---- Windows XP ・Windows Vista・Windows 2000  データ制限（座標データ１０万点 or 画地データ１０万点処理） 

 パーソナルサーベイ 測量ＣＡＤシステム  Ver・７．５ 

測量基本     データ管理・測量計算・全体図・図面作成・設定機能・印刷 
座標リスト 交点計算 チエック計算 座標入力・編集 条件設定 全体図 ファイル管理 座標入力 

現場情報の管理 座標リスト トラバース計算・ＳＴ計算・杭打ち計算・クロソイドチエック計算 全体図設定 

 
 

座標リスト 

座標編集（座標データ管理） データ・コンバート 

データのコンバート 
ＳＩＭＡ・ＣＳＶを装備 

ファイル編集機能も装備 

パーソナルサーベイの座標デー

タ管理（測量データ）は測量シス

テム・国土調査及びＧＩＳ・他全て

のデータの基本となります。 元

となる座標は、ＮＯ管理、符号管

理、同一座標の管理と同じ座標

でありながら、さまざまな管理が

必要とされます。 
■座標管理機能・自動保存 
■計算プロセスの管理機能 
■条件設定（丸め条件） 
■全体図設定機能 
■描画配置・設定機能 
■チェック計算機能 
■データコンバート 
■座標入力・編集・リスト 
■基準点閲覧・メールサポート 
■測地成果環境設定 
 

現場情報 

各社、測量システム等と

もデータ互換も安心し

て、インポート・エキスポ

ート・・・ＧＩＳで総合管理 

画
地
属
性
デ
ー
タ
の
管
理
と
エ
ク
セ
ル
へ
の
入
力
・出
力
機
能 

■測量座標の強力な管理機能（同一座標ＮＯ管理） 
同一座標点をデータベースで座標ＮＯ・符号・同一符号管

理を強力にサポートし管理データ、地籍データと混在しても

安心管理しています。 

トータルステーション設定 

座標リスト 

観測手簿 

■測量座標の強力な管理機能（同一座標ＮＯ管理） 
ＭＳ社エクセルとのファイル互換機能 

■測地成果２０００座標変換 （一括変換） 
日本測地系 ⇔ 世界測地系 （両方向変換） 

地積測量図作成 

平面図作成 

データコレクター 

測量システム 

パーソナルサーベイ 測量ＣＡＤシステム 

デジトレース 

縦横断図作成 

線形計算・平面図 

パーソナルＣＡＤ 簡
易
網
平
均
計
算
・地
籍
調
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測量基本      トラバース計算   

閉合トラバース・結合トラバース・開放トラバース・放射トラバース・放射トラバース（高さ付）

混合トラバース（放射・開放の混合トラバース） 

混合トラバース（開放、放射トラバースの連続計算）

■混合トラバース ■トータルステーション⇒ データ取込み⇒計算、計算書まで一連作業 

開放・放射トラバース計算書 

■チエック計算機能 
点間距離・侠角・方向角・

垂点計算、面積計算等 

座標入力機能 
 
 
 
新規座標の入力、座標編集

ボタン一発簡単訂正機能 

簡易表示機能 
 
 
 
 
 
 
精度、閉合差、距離合計、他 
計算書出力前に確認表示 

確認図表示機能 

データ取り込み、チエック計算、計算書、

図面作成（素図、プロット図、網図、他） 
成果作成の基礎ベースを強力サポート 

閉合トラバース計算書 結合トラバース計算書 

開放トラバース計算書 
放射トラバース計算書 

トラバース計算書    



背景に画像データ・座標

プロットを表示しておい

てマウスでトレース・・・

して取得します。 
座標値・画地情報・結線

情報の取得をして座標

リスト、面積計算、ＳＴ計

算、等を作成します。 
（図面データの取得） 

パーソナル サーベイ （測量システム）は地番（画地）を形成するデータ・条件データ等を全て保存管理します。 
（例）入力及び計算されたデータ・情報は、保存・管理しますので、再計算するケースでも変更するデータのみ入力編集・訂正

（データの入れ替え）するだけで再計算します。  （ファイル保存を個々にすれば、条件ごとの成果作成を出力）   

■画面で計算簿の確認 

画
面
で
計
算
簿
の
確
認 

マウスで画地構成座標ＮＯを指定 ！ 

面 積 

画地データ入力作業の効率アップ 
全体図からマウスで交点計算ポイントを

指示して計算します。もちろん交点計算

する座標番号の直接入力もＯＫ 

画地構成点の編集もマウスで・・・！ 挿入・削除編集 ！ 結線もマウスで座標ＮＯを指定 ！ 

画地データ 

結線データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
地
Ｎ
Ｏ
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測量基本     画地データ管理 （データベースの管理） 

全体図（画地データ・結線データ入力） 

全体図 

全体図ボタン 

画
地
管
理 

・ 

画
地
編
集 

デ
ジ 

ト
レ
ー
ス
で
画
地
結
線 

画地データ 
結線データを 
マウス操作で 
入力・編集 

キーボードから入力・編集 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

隅切り計算 

交点計算 

隅 切 り 計 算 は 、 隅 切 り

幅、円弧にも対応 
計算した、隅切りを画面

表示して、図の確認がで

きます。円弧にも対応。 

基線 Ａ－Ｂに対し連続して交点計算・・・！ 

Ａ 

Ｂ Ｈ 

Ｄ 

Ｐ－５ 
Ｃ 

Ｆ 

Ｅ 

Ｐ－３ 

Ｐ－１ 

Ｐ－２ 

Ｐ－４ 

Ｇ 

Ｊ Ｉ 

拡幅 

連続して交点計算ができるので、作業効率の向上ＵＰ ！ 
例； まず、基線 Ａ－Ｂに ① 拡幅つき４点交点 ② ４点交点

③ 一点１方向 交点計算 ④ 半径 Ｒ の円弧計算 
⑤ 点１方向 交点計算 と連続して交点計算 します。 
交点数には 制限が無く、連続して基線を変え交点計算。 

連続して交点計算ができるので、作業効率の向上 

交点計算作業効率のアップ 
全体図からマウスで交点計算ポイントを

指示して計算します。もちろん交点計算

する座標番号の直接入力もＯＫ 

交 点

交点計算を 
マウス操作で 
入力・編集 

全体図（全体図から交点計算） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交点計算 

４点交点（平行移動付

Ｐ－１ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

線の中間点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

線分Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

２点２方向の交点 

Ａ 

Ｂ 

Ｐ－１ 

円弧の中間点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

円弧と円弧の交点 Ｂ 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧 １、２、３ 
円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

Ｂ 

円と１点１方向の交点 

Ｐ－１ 

Ａ 

Ｐ－１、Ｐ－２は画面確認 

Ｐ－２ 

４点交点（平行移動） 

Ｐ－１ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２点１方向の交点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

円と円弧の交点 

Ｐ－１ 

Ａ 

円弧 Ｂ－Ｃ 
円  Ａ 

円弧への垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

クロソイドへの垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

クロソイドＡ－Ｂ 

線の平行移動点 
Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 線分Ａ－Ｂ

拡幅入力 
左右対応 
円弧対応 

円弧Ａ－Ｂ

直線と円弧の交点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

線分 １、２、３ 
円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

円弧と円弧の交点 Ａ 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧 １、２ 
円弧Ａ－Ｂ

線の等分点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

線分Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

直線への垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

線分Ａ－Ｂ

Ｄ 

Ｃ 

円弧の等分点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

円弧の平行移動点 

Ｂ 
Ａ 

円弧 Ｂ 
円弧 Ａ 

Ｂ 

円と円の交点 

Ｐ－１ 
Ａ 

Ｐ－１、Ｐ－２は画面確認 

Ｐ－２ 

Ｃ

Ｂ

Ｂ 

方向角と距離の交点 

距離 Ｓ 

Ｐ－１ 

Ｐ－２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隅切り計算 

面積分割計算 

面積分割計算書・面積計算書 

■面積分割計算 
   間口指定分割計算 
   間隔指定分割計算 
   面積指定分割計算 
   定点指定分割計算 



測量システムの基本機能・・・測量の座標計算は、浮動少数点処理計算が、なされています。 
例；小数第３位算、４位目を四捨五入、切捨て等の条件付き計算が常です。座標計算値の丸め桁・丸め方法、 距

離、標高、角度に対する丸め条件、 倍面積面積、坪数、地積、公簿面積の丸め条件、面積の広さは、条件設定が反

映します。 
トラバース補正方法、トラバース距離区分、鉛直角の区分、トラバース精度区分・他、に対応しています。 
㈱サンシステムは長年、測量プログラムの開発で培った技術が基本機能のなかに反映しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算値に関する条件設定 

パーソナル サーベイ           基本機能 

面積に関する条件設定 

トラバース計算に関する条件設定 

三斜に関する条件設定 
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